
     

平
成
二
十
一
年
度 

  
 

高
山
市
近
代
文
学
館
調
査
・
研
究
報
告
書 

   

平
成
二
十
二
年
三
月 

社
団
法
人 

高
山
市
文
化
協
会 



序 

 
平
成
二
十
一
年
度
、
高
山
市
か
ら
委
託
を
受
け
た
「
高
山
市
近
代
文
学
館
調
査
・
研
究
」

に
つ
い
て
は
、
故
中
舎
高
郎
氏
の
著
書
「
飛
騨
の
文
学
碑
遍
歴
」
に
著
さ
れ
て
い
る
俳
句
・

短
歌
・
詩
・
記
述
等
々
の
文
学
碑
を
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ
く
こ

と
を
念
頭
に
、
碑
文
の
作
者
は
も
と
よ
り
、
碑
に
刻
ま
れ
た
文
学
者
・
国
学
者
・
碑
を
製

作
し
た
石
工
等
、
文
学
碑
の
背
景
に
現
れ
る
人
物
・
組
織
に
つ
い
て
も
調
査
し
ま
し
た
。 

調
査
の
結
果
は
不
十
分
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
調
査
と
研
究
を
行

い
、
郷
土
の
文
学
の
振
興
に
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

今
年
度
実
施
し
ま
し
た
成
果
を
、
こ
こ
に
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。 

 

社
団
法
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協
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長 
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－ １ － 

一
、 
郷
土
の
文
学
碑
展 

～
城
山
編
～ 

 

平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
一
日
～
十
一
月1

日 

(

ア)
 

城
山 

文
学
碑
位
置
図 

           



－ ２ － 

(
イ)

 

永
瀬

な

が

せ

彰
あ
き
ら

翁 

碑 

      

 

明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）

十
月
十
五
日 

門
弟
が
建
立 

護
国
神
社
境
内 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



－ ３ － 

【
永
瀬

な

が

せ

彰
あ
き
ら

】 
 

生
年
不
祥
～
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
四
月
六
日 

書
家
。
幼
名
を
熊
太
郎
。
静
園
、
由
郎
と
称
す
る
。
岩
佐
一
亭
に
入
木
道
を
学
ぶ
。
寺
子
屋
を
開
い
て
多

く
の
門
弟
を
指
導
し
た
。 

 

 

【
立
田

た

っ

た

万
年

ま
ん
ね
ん

】 
 

明
治
一
年
（
一
八
六
八
）
十
二
月
十
八
日
～
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
五
月
十
二
日 

 

石
工
の
名
人
・
神
職
。
河
合
村
（
飛
騨
市
）
角
川
生
れ
。
旧
姓
は
湯
畑
。
号
は
湯
万
年
。
初
名
を
梅
之
助
。

重
義
と
も
名
乗
る
。
坂
上
村
の
立
田
家
を
継
ぐ
。
二
二
歳
で
上
京
し
て
彫
刻
師
の
岡
田
広
次
に
入
門
し
、
石

材
彫
刻
の
皆
伝
を
受
け
帰
郷
。
養
老
公
園
碑
、
七
卿
西
竄
記
念
碑
、
和
宮
和
歌
碑
は
三
大
傑
作
と
さ
れ
る
。

手
掛
け
た
も
の
は
八
十
を
超
え
、
飛
騨
に
お
い
て
は
皇
威
輝
八
鉱
岩
碑
、
田
島
春
園
歌
碑
な
ど
六
十
に
近
い
。 

【
飛
騨
人
物
事
典
】  



－ ４ － 

(
ウ)

 

夕
咲

ゆ
う
さ
く 

碑 

   

 

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）

四
月
六
十
三
歳
で
没
す
る
と
、 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

飛
騨
短
歌
会
は
建
碑
に
と
り
か
か
り
、
十
一
月
に
は
完
成
し
た 

城
山
月
見
平  

 

夕
咲 

み
佛
の
思
惟
の
姿
に 

似
た
ら
す
や 

静
け
き
か
も
よ
岳
の 

夕
は
え 

 



－ ５ － 

 
【
福
田

ふ

く

だ

夕
咲

ゆ
う
さ
く

】 
 

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
三
月
十
二
日
～
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
四
月
二
十
六
日 

俳
人
。
本
名
有
作
。
斐
太
中
学
、
早
稲
田
大
学
文
学
部
卒
。
学
生
時
代
に
野
口
雨
情
、
相
馬
御
風
ら
と
「
自

由
詩
社
」
を
創
設
。
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）

読
売
新
聞
社
に
入
社
し
北
原
白
秋
、
若
山
牧
水
ら
と
詩
壇
の

新
運
動
に
参
加
。 

家
業
を
継
ぐ
た
め
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）

帰
郷
、
瀧
井
孝
作
ら
と
「
ツ
チ
グ
モ
」
の
創
刊
（
大
正
三
）。
「
飛

騨
新
聞
」
の
創
刊
（
昭
和
二
十
二
（
一
九
四
七
）
）
を
始
め
山
百
合
詩
社
、
飛
騨
山
刀
倶
楽
部
、
飛
騨
短
歌
会
な

ど
を
育
て
た
。
詩
集
「
春
の
夢
」、
歌
集
「
山
花
一
束
」
、「
山
ず
と
」
な
ど
。
飛
騨
の
文
化
の
発
展
に
大
き
な

功
績
を
残
し
た
。 

 



－ ６ － 

(
エ)

 

松
田

ま

つ

だ

常
憲

つ
ね
の
り 

碑 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）

夏 

同
窓
同
志
が
追
善
の
た
め
建
立 

 
 
 

城
山
二
の
丸
公
園 

 
 
 

 

う
つ
し
う
え
し 

庭
の 

あ
ら
ら
ぎ
は 

 

枝
た
れ
て 

ひ
と
も
と
す
が
し 

月
の
あ
か
り
に 

 

常
憲 

 
 

 



－ ７ － 

 
【
松
田

ま

つ

だ

常
憲

つ
ね
の
り

】 
 

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
十
二
月
一
日
～
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
三
月
十
三
日 

 
歌
人
。
福
岡
県
甘
木
市
出
身
。
國
學
院
大
學
師
範
部
国
語
漢
文
科
卒
。
中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
歌
を
好
み
、

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）

尾
上
柴
舟
に
師
事
。
尾
上
の
後
を
継
い
で
歌
誌
「
水
甕
」
を
主
宰
。
大
正
七
（
一
九
一
八
）

～
十
年
（
一
九
二
一
）

斐
太
中
学
で
教
諭
を
務
め
た
。
歌
集
「
ひ
こ
ば
え
」
「
好
日
」「
三
経
集
」
ほ
か
。 

 



－ ８ － 

(
オ)

 

山
田

や

ま

だ

秋
籟

し
ゅ
う
ら
い 

碑 

 

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）

五
月
建
立 

 

城
山
稲
荷
参
道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



－ ９ － 

 
 

（
碑
文
・
全
文
） 

              

秋
籟
山
田
翁
碑 

皇
太
后
宮
亮
正
三
位
勲
四
等
子
爵
高
辻
修
長
篆
額 

翁
諱
葆
光
字
敏
氏
初

蠖
齋
後
秋
籟
山
田
氏
飛
騨
高
山
人
父
稱
奉
安
母
山
田 

氏
翁
幼
敏
警
有
神
童
稱
天
保
中
遊
京
師
從
學
梁
川
星
巌
出
入
在
門
凡
十
年
既 

帰
集

句
讀
仄
箕
書
書

其
所
長
頗
獲
晉
唐
矩
薙

攻
六
書
毎
夜
熟
誦
康 

煕
字
典
譜
一
字
輙
書
之
零
帋
以
呑
日
欲
永
置
胸
中
而
不
遺
也
又
好
老
荘
暇
則 

玩
讀
翁
状
貌
清
癯
資
性

潔
沈
毅

言
咲
然
接
人
温
和
教
子
弟
尤
諄
二
曽
無 

倦
色
是
以
一
郷
學
字
者
莫
不
入
其
門
出
四
方
成
名
者
尤
多
翁
雖
出
梁
門
未
甞 

作
詩
然
非
深
獲
温
柔
敦
厚
之

教
養
得
冝
安

至
此

翁
生
文
政
五
年
正
月 

廿
五
日
歿
明
治
三
年
十
月
八
日
春
秋
四
十
有
九
塟
先
兆
之
次

松
島
氏
無
子 

妾

男
女
各
ニ
項
門
人
持
状
来
乞
余
銘
乃
係
銘
日 

 
 
 
 
 
 
 

 

發
蒙
養
正 

群
英
如
林 

誰
諼
翁
徳 

山
高
水
深 

 
 
 
 

 

明
治
二
十
八
年
十
月 

 

五
位
三
島
毅
撰
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

正
四
位
勲
三
等
巌
谷
修
書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

石
工 

砂
原
源
吉

 
 
 

 



－ １０ － 

 
【
山
田

や

ま

だ

秋

籟

し
ゅ
う
ら
い

】 
 

文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
一
月
五
日
～
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
十
月
八
日 

 
私
塾
教
師
。
本
姓
は
船
津
町
の
広
田
で
、
高
山
の
医
師
・
山
田
泰
安
の
養
子
。
名
は
葆
光
。
字
は
敏
民
。

号
は
蠖
斎
。
京
都
で
梁
川
星
巌
に
学
ぶ
。
高
山
で
塾
を
開
い
て
句
読
書
算
を
指
導
。「
康
煕
字
典
」
を
す
べ
て

記
憶
し
た
と
い
わ
れ
る
。 

 



－ １１ － 

(
カ)

 

小
夢

し
ょ
う
む 

碑 

 

 

昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）

建
立 

 

城
山
稲
荷
参
道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

小
夢 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

手
を
柏
て
ば 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

池
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

声
あ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

寒
の
月 

 
 
 



－ １２ － 

 
【
西
本

に
し
も
と

小
夢

し
ょ
う
む

】 
 

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
十
月
二
十
六
日
～
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
二
月
二
十
四
日 

 
医
師
・
俳
人
。
古
川
生
れ
。
本
姓
は
熊
崎
で
高
山
二
之
町
の
西
本
治
郎
兵
衛
の
養
子
。
名
は
達
郎
。
号
は

雲
心
庵
小
夢
。
金
沢
甲
種
医
学
校
卒
。
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）

頃
高
山
で
開
業
。
雲
橋
社
十
一
世
で
花
蔭

会
の
宗
匠
。
句
集
「
み
ち
の
落
葉
」
ほ
か
。 

 



－ １３ － 

(
キ)

 

こ
だ
い
じ
ん 

歌
碑 

 

 

昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）

建
立 

荘
川
会
創
立
三
十
周
年
記
念
碑 

城
山
照
蓮
寺
境
内 

 
 

荘
川
村
、
白
川
村
で
古
く
か
ら
伝
わ
る
民
謡
の
歌
詞
。
今
は
「
古
大
尽
」
と
書
く
が
、「
子
大
事
」
が
正
し

い
と
い
う
説
も
あ
る
。
発
祥
は
長
享
・
延
徳
年
間(

一
四
八
七
～
一
四
九
一)

こ
ろ
。 
 

き
り
ょ
が
よ
い
と
て 

 
 
 

け
ん
た
い
ぶ
り
お
き
ゃ
れ 

 

深
山
奥
山
そ
の
お
く
山
の 

 
 
 

岩
に
咲
い
た
る
千
重
の
つ
ゝ
じ 

 

な
ん
ぼ
き
り
ょ
よ
く
咲
い
た
と
し
て
も 

 
 
 

人
が
手
を
さ
ゝ
に
や 

 

そ
の
身
そ
の
ま
ま
で
果
て
る 



－ １４ － 

(
ク)

 

白
雲
山

は
く
う
ん
ざ
ん

桜
花

お

う

か 

碑 

 

 

天
保
三
年(

一
八
三
二) 

貝
塚
素
牛
追
悼
の
た
め 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

第
十
九
代
郡
代
大
井
帯
刀
永
昌
と
そ
の
元
締
菊
田
秋
宜
等
が
建
立 

 

城
山
中
佐
平
手
前 

 

今
は
む
か
し
、
貝
塚
翁
の
此
国
に
つ
か
へ
ま
つ
ら
れ
け
る
と
き
、
此
処 

の
人
々
と
は
か
り
て
、
こ
の
尾
の
う
へ
に
手
つ
か
ら
も
、
人
し
て
も
、
櫻 

木
の
お
ほ
く
植
ゑ
ら
れ
け
る
か
、
い
ま
も
い
と
め
で
た
く
さ
か
え
た
り
け 

る
か
の
翁
み
や
び
た
る
志
を
つ
き
て
こ
た
ひ
ま
た
さ
ら
に
あ
ま
た
の
苗
う 

ゑ
そ
へ
そ
の
か
み
く
ち
す
さ
ま
れ
く
る
翁
の
句
を
石
に
ゑ
り
つ
け
て
の
こ 

し
て
と
て
か
く
は
も
の
し
つ 

 

植
て
な
ほ 

花
に
命
の 

を
し
き
か
な 

素
牛 



－ １５ － 

 
【
貝
塚

か
い
づ
か

素
牛

そ
ぎ
ゅ
う(

文
次
右
衛
門

ぶ

ん

じ

う

え

も

ん)

】 
 

生
年
不
祥
～
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
八
月
二
十
九
日 

 
俳
人
・
飛
騨
郡
代
の
元
締
手
代
。
名
は
典
寛
。
号
は
素
牛
。
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）

に
郡
代
の
田
口
五
郎

左
衛
門
に
従
っ
て
着
任
。
高
山
城
址
（
城
山
）
が
荒
廃
し
て
い
る
の
を
嘆
き
、
有
志
と
桜
を
植
え
観
花
場
を

開
く
。
後
の
郡
代
・
大
井
永
昌
が
貝
塚
の
句
碑
を
白
雲
山
（
城
山
）
に
建
設
す
る
。 

 



－ １６ － 

(
ケ)

 

岡
田

お

か

だ

禾
木

か

ぼ

く 

碑 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）

晩
春
建
立 

城
山
遊
歩
道
通
称
大
手
門
手
前 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

【
岡
田

お

か

だ

禾
木

か

ぼ

く

】 
 

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
～
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
五
月
十
日 

 

俳
人
・
荒
物
商
。
通
称
は
肥
吉
。
号
を
冨
士
屋
。
花
蔭
会
に
属
し
後
に
茶
仏
庵
と
と
も
に
山
桷
会
を
興
す
。

句
集
「
燕
子
花
」
な
ど
。 
 立

つ
冬
を 

 
 

残
る
木
葉
の 

 
 
 

さ
ゝ
や
け
り 

 
 
 
 
 

禾
木 



－ １７ － 

(
コ)

 

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

記
念
句
碑 

 

 

 

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
） 

高
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
認
証
十
周
年 

明
治
百
年
記
念
建
立 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
城
山
遊
歩
道
通
称
大
手
門
先 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

花
の
山 

 
 

花
の 

 
 
 

こ
ゝ
ろ
に 

 
 
 
 

人
住
み
て 

 
 
 
 

千
歩 



－ １８ － 

 
【
蘭
亭

ら
ん
て
い

千
歩

せ

ん

ぽ

（
加
藤

か

と

う

専
一

せ
ん
い
ち

）
】 

 

明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
三
月
十
三
日
～
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
七
月
二
十
六
日 

 
医
師
・
俳
人
・
高
山
市
名
誉
市
民
。
幼
時
に
叔
父
、
加
藤
規
矩
男
の
養
子
と
な
る
。
通
称
は
加
藤
専
一
。

雲
橋
社
十
五
世
で
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）

に
加
藤
家
の
祖
で
あ
る
歩
簫
の
資
料
を
「
蘭
亭
遺
稿
」
と
し
て

発
刊
。
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）

の
飛
騨
俳
句
会
結
成
に
尽
力
し
た
。
著
書
「
纏
の
韻
」
、
遺
句
集
「
枯
尾
花
」
な

ど
。 

 
 



－ １９ － 

(
サ)

 

垣
内
松
三 

碑 

     
 
 
 

 

全
国
の
子
弟
に
よ
る
追
悼
記
念 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

城
山
遊
歩
道
通
称
大
手
門
先 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

石
叫
ば
ん 



－ ２０ － 

 
【
垣
内

か
い
と
う

松
三

ま
つ
ぞ
う

】 
 

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
一
月
十
一
日
～
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
八
月
二
十
五
日 

 
国
語
学
者
・
国
語
教
育
学
者
。
号
は
松
実
。
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）

か
ら
文
部
省
の
嘱
託
と
し
て
ド
イ
ツ
、

フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
女
子
職
業
教
育
、
教
科
書
調
査
な
ど
を
行
な
う
。
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）

に
著
し
た
「
国
語
の
力
」
は
名
著
と
さ
れ
、
国
語
教
育
界
に
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
文
学
史
、
国
文
学
概

論
、
文
学
研
究
法
を
講
じ
多
く
の
後
進
を
養
成
し
た
。
雑
誌
「
読
方
と
綴
方
」
、「
国
文
教
育
」「
コ
ト
バ
」
な

ど
を
創
刊
。
著
書
「
国
語
の
力
」「
形
象
論
序
説
」「
国
語
教
育
科
学
概
説
」「
国
文
学
体
系
」
な
ど
。
論
文
多

数
。 

 



－ ２１ － 

(
シ)

 

飛
騨
山
娘 

詩
碑 

作
曲 

山
下
笛
朗 

 

作
詞 

吉
村
比
呂
詩 

 

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）

五
月
高
山
市
民
合
唱
団
が
建
立 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

如
意
ケ
丘 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

わ
た
し
や
お
く
飛
騨 

 
 
 
 
 
 
 

山
娘 

 

都
は
な
れ
た 

 
 
 
 
 
 

山
里
の 

 

深
い
谷
間
に 

 
 

 
 
 

咲
い
た
花 

 

人
に
知
ら
れ
ぬ 

 
 
 
 
 

山
つ
つ
じ 



－ ２２ － 

 
【
吉
村

よ
し
む
ら

比
呂
詩

ひ

ろ

し

】 
 

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
八
月
一
日
～
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
一
月
十
日 

 
詩
人
。
本
名
は
広
吉
。
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）

教
員
と
し
て
勤
務
の
傍
ら
、
詩
作
に
専
念
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
ラ

ジ
オ
歌
謡
児
童
向
け
連
続
放
送
劇
が
放
送
さ
れ
、
そ
の
中
の
「
山
の
し
ず
か
な
水
音
」
は
全
国
ヒ
ッ
ト
と
な

り
、
詩
壇
の
地
位
を
確
立
し
た
。
全
国
各
地
の
校
歌
を
残
し
た
。
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）

創
刊
の
「
飛
騨

新
聞
」
の
編
集
発
起
人
と
な
る
。
詩
集
「
白
い
人
形
」「
雪
線
に
描
く
」
な
ど
。 

 

 

【
山
下

や
ま
し
た

笛
朗

て
き
ろ
う

】 
 

明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
九
月
二
十
三
日
～
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
八
月
一
日 

 

高
等
学
校
音
楽
教
師
、
高
山
市
文
化
協
会
会
長
。
本
名
は
佐
助
。
幼
名
を
尚
次
。
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）

か

ら
各
高
等
学
校
で
音
楽
教
師
を
務
め
た
。
「
斐
中
行
進
曲
」
「
飛
騨
山
娘
」
ほ
か
多
数
作
曲
。
高
山
音
楽
連
盟

会
長
・
高
山
演
劇
集
団
会
長
等
を
歴
任
。
道
ず
れ
吟
社
と
劇
団
路
踏
志
座
の
結
成
に
尽
力
。
音
楽
に
と
ど
ま

ら
ず
飛
騨
の
文
化
活
動
の
中
心
的
存
在
。
「
福
田
夕
咲
全
集
」
を
発
刊
。 

 



－ ２３ － 

(
ス)

 

芭
蕉

ば
し
ょ
う

古
池

ふ
る
い
け 

碑 

   

 

大
正
四
年
（
一
九
一
五
） 
五
松
庵
社
中
、
花
蔭
会
月
次
二
百
回
記
念
に
建
立 

 
 
 
 
 
 
 

神
明
町
正
雲
寺
墓
地 

 
 
 
 
 
 
  

古
池
や 

 
 

蛙
飛
こ
む 

 
 
 

水
の
音 

 
 
 
 
 

本
廟
露
城
書 



－ ２４ － 

 
【
無
名
庵

む
み
ょ
う
あ
ん

（
本

廟

ほ
ん
び
ょ
う

）
露
城

ろ
じ
ょ
う

】 
 

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
五
月
八
日
没 

 
俳
人
。
姫
路
の
人
。
本
名
は
瀬
川
正
夫
。
号
は
俳
禅
窟
。
芭
蕉
翁
は
滋
賀
県
大
津
の
義
仲
寺
に
あ
る
庵
「
無

名
庵
」
を
好
み
、
芭
蕉
の
死
後
そ
の
亡
骸
は
木
曽
義
仲
の
墓
の
隣
に
葬
ら
れ
て
い
る
。
露
城
は
明
治
四
十
年

（
一
九
〇
七
）

四
月
に
無
名
庵
十
五
世
を
継
ぎ
、
正
風
会
を
創
設
し
て
芭
蕉
の
顕
彰
に
つ
と
め
た
。 

 



－ ２５ － 

(
セ)

 

菊
田

き

く

た

丈
じ
ょ
う

子 し 

碑 

 

 

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）

五
月
建
立 

神
明
町
正
雲
寺
墓
地 

 

 

【
菊
田

き

く

た

丈
じ
ょ
う

】 
 

生
年
不
祥
～
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
六
月 

 

琴
の
師
匠
。
熱
田
神
宮
の
菊
田
黒
太
夫
の
娘
。
永
田
と
も
子
の
斡
旋
で
高
山
三
之
町
に
て
筝
曲
を
指
導
。

飛
騨
地
方
の
地
唄
、
三
曲
を
復
興
す
る
。 
 

菊
田
丈
子
は
熱
田
神
宮
の
神
官
菊
田
太
夫
の
二
女
に
し
て
實
名
は
き
ん 

安
政
五
年
五
月
十
日
生
る
幼
に
し
て
失
明
し
専
ら
箏
曲
を
小
松
検
校
に 

學
ふ
明
治
三
十
年
八
月
永
田
も
と
子
の
斡
旋
に
依
り
高
山
三
之
町
に
来
り 

寓
し
箏
曲
指
南
を
為
す
や
来
り
學
ふ
者
多
く
高
山
地
方
に
於
け
る
斯
藝
の 

宗
匠
た
り
大
正
十
一
年
六
月
十
二
日
病
歿
す
六
十
五
な
り
き 

富
田 

豐
彦
書 

 



－ ２６ － 

(
ソ)

 

三
声

さ
ん
せ
い 

塚 

  

 
 
 
 

 

文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）

初
秋
建
立 

大
隆
寺
墓
地 

 
 
  

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

兎
来 

萍
の
お
し
出
す
月
や
郭
公 

 
 
 

 

涅
槃
会
や 

 
 
 
 

 

午
有 

山
の
わ
ら
ひ
も
き
の
ふ
ま
て 

 

 

ひ
る
の
月
や 

た
よ
る
物
に
も 

石
の
階 

 

弄
花 



－ ２７ － 

 
【
野
口

の

ぐ

ち

午
有

ご

ゆ

う

】 
 

生
年
不
祥
～
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
二
月
二
十
二
日 

 
俳
人
・
御
役
所
御
出
入
医
師
。
富
山
の
人
。
補
透
主
人
・
養
安
と
称
す
。
高
山
で
開
業
。
江
戸
か
ら
高
山

に
移
住
し
て
い
た
俳
人
の
井
田
至
芳
と
親
交
深
く
「
雲
橋
庵
」
四
世
宗
匠
を
継
ぐ
。
句
集
「
美
津
気
之
記
（
み

ず
げ
し
き
）」
を
編
集
。 

 

 

【
野
口

の

ぐ

ち

兎
来

と

ら

い

】 
 

享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
～
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
十
二
月
二
十
四
日 

 

俳
人
・
御
役
所
御
出
入
医
師
。
午
有
の
長
男
。
初
名
は
元
安
。
通
名
を
養
安
。
号
は
片
月
窓
・
月
窓
・
枇

杷
亭
。
医
術
と
俳
諧
を
父
に
学
ぶ
。
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）

父
午
有
の
編
ん
だ
井
田
至
芳
序
、
兎
来
跋
「
美
津

気
之
記
」
を
上
梓
。 

 

 

【
野
口

の

ぐ

ち

弄
花

ろ

う

か

】 
 

宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
～
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
五
月
十
六
日 

 

俳
人
・
御
役
所
御
出
入
医
師
。
古
川
町
の
人
。
本
姓
は
渡
辺
、
野
口
元
安
の
養
子
。
名
は
玄
珪
。
字
は
士

錫
。
号
は
蕪
城
・
論
安
。
養
安
と
称
す
。 

 

「
雲
橋
社
」
六
世
宗
匠
を
継
ぐ
。 

 

 



－ ２８ － 

(
タ)

 

平
田

ひ

ら

た

長
等 

句
碑 

 

 

加
藤
白
翁
（
歩
簫
）
が
愛
弟
子
の
た
め
に
建
立 

大
隆
寺
墓
地 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

【
平
田

ひ

ら

た

長
等
】 

 

生
年
不
祥
～
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
三
月
八
日 

 

俳
人
。
名
は
友
直
。
字
を
子
温
、
今
日
庵
。
通
名
忠
次
郎
。
俳
道
の
造
詣
深
く
佳
吟
多
い
。「
雲
橋
社
」
元

勲
。 
 

さ
け
瓶
の
な
き
も 

あ
わ
れ
や
涅
槃
像 

 
 
 
 
 
 

長
等 

 



－ ２９ － 

(
チ)

 

花
蔭
会

か
い
ん
か
い 

句
碑 

  

 

花
蔭
会 

月
次
句
会
百
五
十
回
記
念
に
建
立 
大
隆
寺
墓
地 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 



－ ３０ － 

（
碑
文
・
全
文
） 

           

【
花
蔭
会

か
い
ん
か
い

】 

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
前
越
旭
州
の
提
唱
で
創
立
。
宗
匠
は
永
田
吉
右
衛
門
五
松
庵
不
及
。 

 

陽
炎
の 
ち
か
ら
に
動
く 

厳
か
な 

 
 
 
 

翹 

翁 

入
梅
晴
れ
に 
も
う
違
ひ
な
し 

不
二
の
山 

 

掃 

月 

明
星
や 

花
の
中
ゆ
く 

法
螺
の
音 

 
 
 
 

可 

中 

不
如
帰 

な
く
や
は
な
し
の 

跡
戻
り 

 
 
 

夕 

景 

寝
も
や
ら
で 

覗
い
て
は
み
つ 

雨
の
月 

 
 

雨 

台 

春
風
や 

都
大
路
の 

裾
模
様 

 
 
 
 
 
 

不 

及 

御
降
の 

賜
も
の
な
ら
む 

松
の
艶 

 
 
 
 

旭 

州 

む
っ
く
り
と 

牛
起
き
上
る 

霞
か
な 

 
 
 

其 

声 

闌
な 

春
を
離
れ
て 

不
二
の
山 

 
 
 
 
 

壷 

仙 

世
の
中
の 

賑
し
う
な
る 

桜
か
な 

 
 
 
 

桃 
雨 

酔
醒
の 

水
呼
ぶ
頃
や 

蜀
魂 

 
 
 
 
 
 

桂 

雪 

 
海
か
ら
も 

春
を
運
ぶ
や 

桜
鯛 

 
 
 
 

淇 

澳 

網
代
守 

子
は
川
竹
に 

育
ち
け
り 

 
 
 

翆 

雨 

唐
崎
に 

雨
き
く
夜
や 

鮒
鱠 

 
 
 
 
 

東 

州 

更
待
や 

椽
の
手
燭
も 

出
し
た
侭 

 
 
 

竹 

友 

塔
の
影 

曳
く
小
山
田
の 

鳴
子
か
な 

 
 

畦 

菫 

春
浅
き 

山
に
来
て
な
く 

男
鹿
か
な 

 
 

抱 

月 

赤
々
と 

夕
月
の
残
る 

熟
柿
哉 

 
 
 
 

花 

汀 

灯
消
す 

風
に
も
香
あ
り 

花
の
宿 

 
 
 

倒 

扇 

屏
風
岩 

滴
る
水
や 

紅
葉
散
る 

 
 
 
 

麦 

花 

篝
消
え
て 

木
戸
に
人
な
し 

夏
の
月 

 
 

松 

月 

暖
や 

松
風
光
る 

並
木
原 

 
 
 
 
 
 

悟 

究 

朝
寒
や 

棹
さ
す
ひ
と
の 

頬
冠 

 
 
 
 

又 

水 

 



－ ３１ － 

(
ツ)

 

薦 こ
も

塚 つ
か 

  

 

加
藤
歩
簫
の
長
男
蘭
亭
李
充
が
、
雲
橋
社
中
と
図
っ
て
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）

に
建
立 

 
 
 
 
 
 
 

大
隆
寺
墓
地 

 
 
 
 
 
 
   

芭
蕉 

薦
を
着
て 

 
 

誰
人
い
ま
す 

 
 
 

花
の
春 

 
 

 
 



－ ３２ － 

 
【
蘭
亭

ら
ん
て
い

李
充

り
じ
ゅ
う

】 
 

安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
十
二
月
二
日
～
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
四
月
二
十
五
日 

 
俳
人
。
雲
橋
社
七
世
。
歩
簫
の
長
男
。
幼
名
は
太
次
郎
。
通
称
を
正
次
郎
・
小
三
郎
。
名
は
清
雄
。
号
を

蘭
亭
（
戎
）・
柏
翁
。
書
道
、
国
学
、
雅
楽
を
好
む
。 

 

【
雲
橋
社

う
ん
き
ょ
う
し
ゃ

】 

 

加
藤
歩
簫
は
幼
よ
り
学
を
好
み
、
六
歳
よ
り
父
の
塾
に
て
学
を
修
め
長
じ
て
、
五
升
庵
蝶
夢
の
門
に
俳
諧

を
、
伴
蒿
蹊
の
門
に
国
学
及
び
文
章
を
学
ん
だ
。
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）

鴎
社
を
創
立
し
て
俳
諧
及
国
学
研
究

を
な
し
、
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）

父
隠
居
後
は
私
塾
を
継
承
し
た
。
有
名
な
る
田
中
大
秀
・
赤
田
臥
牛
の
如
き

も
、
幼
時
薫
陶
を
受
け
た
。
同
二
年
（
一
七
七
三
）

鴎
社
を
拡
充
し
て
雲
橋
社
を
創
立
し
、
宗
匠
に
推
さ
れ
て
、

其
大
一
世
に
居
り
文
芸
に
よ
る
人
格
の
浄
化
と
家
学
の
基
本
た
る
敬
神
尊
皇
の
大
義
を
鼓
吹
し
た
。
同
四
年

（
一
七
七
五
）

雲
橋
社
文
庫
を
開
設
し
て
衆
庶
の
閲
覧
を
計
っ
た
。 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

【
高
山
市
史
】  



－ ３３ － 

(
テ)

 

館
柳
湾

た
ち
り
ゅ
う
わ
ん 

詩
碑 

 
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）

暮
春
に
赤
田
臥
牛
識 

明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）

建
立 

大
隆
寺
境
内 

 
 
 
 

 

【
館
柳
湾

た
ち
り
ゅ
う
わ
ん

】 
 

宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
三
月
十
一
日
～
弘
化
一
年
（
一
八
四
四
）
四
月
十
三
日 

 

漢
詩
人
。
越
後
の
人
。
通
称
は
雄
次
郎
。
号
は
石
香
斎
。
字
を
枢
卿
。
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）

四
月
に
飛

騨
郡
代
・
小
出
大
助
の
元
締
と
し
て
着
任
。
赤
田
臥
牛
ら
と
交
わ
る
。
著
書
「
林
園
月
令
」
な
ど
。 
 来

尋
上
方
寺
寂 
古
城
陰
山
眈 

 

万
松
時
僧
帰
一
径
深
浄
香
薫 

 

夜
殿
寒
磬
轍
秋
林
頼
覚
迷
う
途 

 

遠
合
龍
燈
照
客
心 

 

館
機
題 



－ ３４ － 

二
、 
郷
土
の
文
学
碑
展 

～
飛
騨
國
分
寺
編
～ 

 

平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
日
～
二
十
一
日 

（
ア
） 
飛
騨
国
分
寺
境
内 

句
碑
・
歌
碑
配
置 

 



－ ３５ － 

（
イ
） 

瀧
井
孝
作 

句
碑 

 

 

平
成
十
一
年
十
一
月
、
医
王
山
國
分
寺
で
は
、
大
銀
杏
保
護
用
玉
垣
の
完
成
を
祝
い
、
落
慶
法
要
が
営
ま
れ
た
。
記
念

に
大
銀
杏
と
深
い
関
わ
り
の
あ
る
、
瀧
井
孝
作
の
こ
の
句
を
選
び
句
碑
を
建
立
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

大
銀
杏 

 
 

鳥
の
こ
も
り
ね 

 
 

 

若
葉
哉 

 
 

 
 

 
 

孝
作 



－ ３６ － 

【
瀧
井

た
き
い

孝
作

こ
う
さ
く

】 
 

明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
四
月
四
日
～
昭
和
五
九
年
（
一
九
八
四
）
十
一
月
二
十
一
日 

小
説
家
・
文
化
功
労
者
。
高
山
市
空
町
（
現
大
門
町
）
生
れ
で
東
京
都
八
王
子
市
に
居
住
。
号
は
折
柴
。

河
東
碧
悟
桐
に
師
事
し
俳
句
の
道
に
入
っ
た
。
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）

時
事
新
報
記
者
に
な
り
、
こ
の
こ
ろ
か

ら
芥
川
龍
之
介
、
志
賀
直
哉
ら
の
知
遇
を
得
て
文
筆
活
動
が
旺
盛
と
な
り
『
飛
騨
高
山
』
な
ど
の
短
篇
小
説

や
随
筆
を
次
々
に
発
表
。
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）

代
表
作
『
無
限
抱
擁
』
発
表
。『
野
趣
』
で
読
売
文
学
賞
（
昭

和
四
三
（
一
九
六
八
）
） 

『
俳
人
仲
間
』
で
日
本
文
学
大
賞
（
昭
和
四
十
九
（
一
九
七
四
）
）。
作
品
は
「
瀧
井
文
学
」
と
評
さ
れ
、
ト
ツ

ト
ツ
と
し
た
中
に
も
独
特
の
味
わ
い
を
持
つ
。
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
の
芥
川
賞
創
設
か
ら
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）

ま
で
選
考
委
員
を
務
め
た
。
俳
句
を
生
涯
の
友
と
し
『
瀧
井
孝
作
全
句
集
』
な
ど
が
あ
る
。
高
山
の
観
光
ポ

ス
タ
ー
に
用
い
る
「
飛
騨
高
山
」
の
文
字
等
六
朝
風
の
書
法
で
も
知
ら
れ
る
。 

日
本
芸
術
院
会
員
（
昭
和
三
十
四
（
一
九
五
九
）
）
。
高
山
市
名
誉
市
民
（
昭
和
四
十
六
（
一
九
七
一
）
）
。
文
化
功
労

者
（
昭
和
四
十
九
（
一
九
七
四
）
）
。
勲
二
等
瑞
宝
章
（
昭
和
五
十
（
一
九
七
五
）
）
。
八
王
子
市
名
誉
市
民
（
昭
和
五
十
）
。 

【
飛
騨
人
物
事
典
】  



－ ３７ － 

（
ウ
） 

茶
流 

句
碑 

 

 

  

一
廻
り 

 
 

ま
は
り
て
も
と
の 

 
 

 

桜
か
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

茶
流 



－ ３８ － 

（
エ
） 

水
音
社 

句
碑 

 

 

以
前
、
三
重
の
塔
と
大
銀
杏
の
間
に
、
一
本
の
桜
の
老
木
が
有
り
、
植
物
分
類
学
者
の
牧
野
富
太
郎
が
「
樹
種
は
エ
ド

ヒ
ガ
ン
で
あ
り
、
も
し
か
し
て
、
こ
の
桜
は
大
銀
杏
よ
り
も
樹
令
が
古
い
か
も
知
れ
な
い
」
と
言
わ
し
め
た
ほ
ど
の
桜
樹
。 

井
上
士
朗
の
こ
の
句
碑
は
、
そ
の
桜
の
木
の
傍
ら
に
建
て
ら
れ
て
い
た
が
、
二
・
三
十
年
前
の
台
風
で
折
れ
て
枯
死
し

た
後
、
碑
は
現
在
地
に
移
さ
れ
た
。 

 

「
つ
く
つ
く
と 

 
 

見
て
お
れ
ば
ち
る 

 
 

 

さ
く
ら
か
な 

 
 

 
 

 
 

七
十
翁 

朱
樹
」 



－ ３９ － 

裏 

面 
      

【
水
音
社

す
い
お
ん
し
ゃ

】 

 

第
十
二
代
飛
騨
代
官
（
後
郡
代
）
大
原
彦
四
郎
紹
正
は
、
俳
諧
を
好
ん
で
清
流
亭
楚
諾
と
号
し
明
和
三
年

（
一
七
六
六
）

同
志
と
共
に
俳
壇
水
音
社
を
高
山
に
起
し
、
第
一
世
の
宗
匠
と
な
っ
た
。
同
七
年
（
一
七
七
〇
）

俳
集

「
鳥
の
跡
」
一
巻
を
刊
行
し
た
。 

安
永
騒
動
以
後
水
音
社
は
一
時
振
る
わ
な
か
っ
た
が
、
近
藤
一
左
・
平
瀬
東
有
・
小
野
柳
永
・
代
情
順
教

等
に
よ
っ
て
幕
末
頃
迄
続
き
、
明
治
時
代
絶
え
た
が
、
上
木
雨
台
に
依
っ
て
再
興
さ
れ
た
。 

【
高
山
市
史
】 

 【
井
上

い
の
う
え

士
朗

し

ろ

う

】 
 

寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
～
文
化
九
年
五
月
十
六
日 

江
戸
後
期
の
名
古
屋
の
俳
人
で
、
別
号
を
枇
杷
園
、
朱
樹
と
号
し
た
。
高
山
、
益
田
方
面
に
弟
子
が
多
く
、

指
導
の
為
た
び
た
び
飛
騨
を
訪
れ
長
く
逗
留
し
た
。 

 

文
化
十
二
年
乙
亥
十
二
月
建
立 

皐
月
会
之
碑 

 
 

 

水
音
社 

 



－ ４０ － 

（
オ
） 

森
江
鷁 

句
碑 

    

 

   佛
と
は 

 
 

涼
し
き
風
の 

 
 

 

お
こ
り
か
な 

 
 

 
 

 
 

江
鷁 



－ ４１ － 

 
北 

面 
      

東 

面 
        

可
參
居
士
歸
寂 

享
保
十
六

亥
七
月
十
九
日 

 

可
參
居
士
墓
碑
銘 

 



－ ４２ － 

南 

面 

           
森

 

拜
立 

男 

純
庸 

 
居
士
名
考
政
號
江
鷁
法
諱
日
可
參
少
壮
孳
産
業
匪
懈 

年
四
十
有
二
到
平
湯
村
見
瀑
布
始
作
俳
歌
師
濃
州
連 

二
坊
吟
咏
不
休
著
位
山
集
二
巻
為
郷
黨
見
佳
蓋
高
山 

俳
歌
者
流
之
宗
匠
也
七
十
九
而
卒 

銘 

日 
 

偉
哉
居
士 
少
壮
賣
茶 

衣
食
既
足 

別
作
一
家 

瀑
之
咏 

郷
人
見
嘉 

風
流
好
事 

楽
只
生
涯 

郷
人 

赤
田
義
誌 

 



－ ４３ － 

【
森 も

り

江
鷁

こ
う
げ
き

】 
 

承
応
二
年
（
一
六
五
三
）

～
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）

七
月
十
九
日 

森
江
鷁
は
古
川
町
（
飛
騨
市
）
生
れ
、
幼
名
を
与
三
郎
、
名
は
孝
政
、
号
を
可
参
隠
子
。
高
山
の
森
八
郎

兵
衛
に
養
わ
れ
通
称
を
彦
兵
衛
、
号
を
賀
弾
と
改
め
一
家
を
立
て
て
大
坂
屋
治
助
と
称
し
、
後
に
小
森
姓
を

名
乗
る
。
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）

飛
騨
で
最
初
の
句
集
『
久
羅
井
山
』
を
出
版
し
、
俳
句
結
社
「
雲
橋
庵
」
を

創
立
し
そ
の
宗
匠
と
な
る
。 

  

【
久
羅
井
山

く

ら

い

や

ま

】 

 

「
久
羅
井
山
」
は
森
江
鷁
の
著
書
で
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）

十
月
出
版
、
江
鷁
五
十
六
歳
の
時
で
あ
る
。
飛

騨
に
於
け
る
俳
書
刊
行
の
嚆
矢
と
す
る
。
尾
張
名
古
屋
住
の
露
川
（
月
空
庵
）
の
序
文
が
見
え
る
。
美
濃
派

の
各
務
支
考
門
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
明
確
で
は
な
い
。 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

【
高
山
市
史
】 

 

【
澤
露
川
】 

 

寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）

生 

 

『
久
羅
井
山
』
の
序
文
を
書
い
た
澤
露
川
は
、
伊
賀
上
野
在
の
生
れ
、
後
に
名
古
屋
の
渡
辺
家
の
養
子
と

な
り
、
藤
屋
市
郎
右
衛
門
と
称
し
た
。 

季
吟
系
の
俳
諧
に
親
し
み
、
号
を
月
空
庵
ま
た
は
月
空
居
士
と
言
っ
た
。
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
、
芭
蕉
が
『
野

ざ
ら
し
紀
行
』
の
途
次
名
古
屋
に
立
ち
寄
っ
た
時
に
、
芭
蕉
に
入
門
し
た
名
古
屋
の
多
く
の
俳
人
に
対
抗
す

る
様
に
『
花
虚
木
（
は
な
う
つ
ぎ
）』
を
出
し
た
が
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）

芭
蕉
が
東
武
に
帰
る
道
す
が
ら
、

宮
の
宿
の
梅
人
亭
で
入
門
し
た
。
芭
蕉
最
晩
年
の
門
人
と
さ
れ
る
。
各
務
支
考
の
「
露
川
を
責
む
」
の
口
上

は
俳
諧
史
の
中
で
特
筆
す
べ
き
論
争
が
有
り
、
支
考
門
と
あ
る
の
は
誤
り
。 



－ ４４ － 

（
カ
） 

北
川
可
慎 

碑 

     

 

   

高
山 
赤
田
暢
書 

北
川
可
慎
居
士
墓
碑
銘 

隷
題 

 



－ ４５ － 

 
西 

面 

碑
銘
に
続
き 

 

居
士
諱
朋
安
高
山
人
本
平
塚
氏
出
嗣
北
川
氏
為 

書
塾
師
少
尚
竒
節
喜
刀
劍
習
挽
大
小
弓
又
學
易 

善
射
覆
為
人
口
辨
遜
言
恭
色
善
興
人
交
其
未
為 

北
川
氏
嗣
時
父
道
味
從
瀧
甚
介
受
書
學
甚
介
故 

郡
上
侯
金
森
氏
書
史
也
居
士
本
不
事
書

稠
人 

廣
坐
中
被
人

辱
折
節
學
書
然
學
無
常
師
殆
有 

書
肚
之
勞
故
居
士
善
書

少
年
遊
蕩
去
國
宦

 

于
江 

 



－ ４６ － 

 

戸
方 

猷
廟
時
若
州
刺
史
神
尾
君
用
事
居
士
事
之
為
侍
堅
君
以 

節
儉
苛
察
為
治
故
下
吏
奴
隷
之
属
以
罪
黜
退
者
前
後
無
數
唯
居 

士
謹
慎
夙
夜
匪
懈
靡
有
過
失
居
数
年
郷
里
請
其
父
使
召
之
歸
出 

嗣
北
川
氏
乃
以
外
姓
之
男
使
嗣
平
家
氏
女
以
女
弟
然
居
士
久

 

宦
他
邦
既

郷
里
不
事
家
人
生
産
作
業
郷
人
呂
竹

為
塾
師
時 

年
四
十
有
一
人

相
居
士
日
于
官
相
也
胡
為
逃
隠
乎
此
也
答
日 

余
宦

不
遂
窮

郷
里
相
者
日
其
然
乎
官
相

為
書
塾
師
不
失 

為
衆
人
之
長

夢
有
異
人
来
示
以
除

穣
災
之
符
居
士
掃
几

 

寫
忽
雲
霧

起
于
几
上
咫
尺
晦
冥
從
掃

生
暗
若
有
妨

寫 

字
者
居
士
強
直
弗
屈 

 



－ ４７ － 

 

遂
得
終
寫
覺
後
記
之
秘
不
示
人
以
為
終
身
之
護
後
又
夢
有
端
麗 

女
子
来
授
以
大
親
至
地
四
字
居
士
拜
受
敬
問
其
所

来
日
我
自 

村
山
来
也
言
終
忽
然
不
見

且
按
之
村
山
有
菅
相
廟 

本
邦
塾 

師
祀
菅
公
為
先
師

是
始
悟
是
菅
公
侍
兒
来
授
者
也
居
士
開
塾 

四
十
年
矣
従
學
者
前
後
殆
九
百
人
高
山
人
士
二
世

其
門
者
居 

多
居
士
享
年
八
十
有
一
病
終
于
家
實
寛
政
十
一
年
巳
未
六
月
八 

日
也
法

日
祐
心
居
士
配
北
川
氏
産
ニ
男
三
女
長
轉
經
學
醫

 

野
口
養
安
号
養
元
為
塾
師
女
適
長
瀬
氏
巳
没
一
男
二
女
早
夭
轉 

經
娶
木
村
氏
擧
三
男
六
女
長
名
直
臣

京
師
受
業
奥
道
逸
為 

産
科
醫
賀
川
氏
之 

 



－ ４８ － 

 

也
號
養
説
一
女
適
杉
崎
氏
次
女
適
杉
崎
氏
巳
没
二
男
三
女
早 

夭
居
士
卒
之
日
葬
于
照
蓮
寺
中
近
門
人
等
欲
投
貲

力
建
之
碑 

直
臣
来
謁
余
乞
墓
碑
銘
郷
人
赤
田
義
為
之 

銘
日 

筆
硯
開
塾 
郷
里
之
師 

居
静
而
壽 

子
孫

醫 

乎
居
士 

仁
者
興
欠 

其
視
斯
碑 

 

不
肖
孤
轉
經 

維

文
化
十
一
年
歳
在
甲
戍
秋
八
月 

 
 

 
 

 
 

 

拜
立 

不
肖
孫
直
臣 

 

石
工
小
林
久
五
郎

 

  



－ ４９ － 

【
北
川

き
た
が
わ

可
慎

か

し

ん

】 
 

生
年
不
祥
～
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
六
月
八
日 

書
家
。
高
山
の
人
。
名
は
明
安
。
本
姓
は
平
塚
で
北
川
家
を
継
ぐ
。
子
供
の
こ
ろ
剣
術
、
射
術
を
好
ん
だ

が
、
書
道
の
こ
と
で
辱
め
ら
れ
た
の
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
梁
川
星
巌
に
書
を
学
ぶ
。
江
戸
に
遊
ぶ
こ
と

多
年
、
帰
郷
し
て
書
塾
を
開
き
塾
生
は
千
余
人
も
あ
っ
た
。
國
分
寺
に
碑
が
あ
る
。
享
年
八
一
。 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

 

【
小
林

こ
ば
や
し

久
五
郎

き
ゅ
う
ご
ろ
う

】 
 

生
年
・
没
年
不
明 

石
工
。
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）

に
「
宗
猷
寺
蓮
花
葉
大
石
盤
」
、
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
「
北
川
可
慎
墓
碑
」

を
手
掛
け
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

【
高
山
市
史
】 

 



－ ５０ － 

（
キ
） 

短
冊 

塚 

 

 

延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）

こ
の
句
は
芭
蕉
翁
三
八
歳
の
作
で
、
句
碑
は
芭
蕉
五
十
回
忌
に
際
し
、
西
田
遊
魚
（
蓑
笠

庵
）
通
称
、
日
下
部
平
兵
衛
、
半
助
（
雲
橋
庵
二
世
宗
匠
）
が
中
心
と
な
り
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）

に
大
垣
の
沙
門

尭
暁
よ
り
譲
り
受
け
た
芭
蕉
の
真
蹟
短
冊
を
元
に
建
て
ら
れ
、
先
例
に
な
ら
い
、
短
冊
塚
と
呼
ん
だ
。 

 

藻
に
す
た だ

く 

 
 

白
魚
や
と
ら
は ば 

 
 

 

消
え
ぬ
へ べ

し 

 
 

 
 

 
 

 

桃
青 



－ ５１ － 

  

北
面 

  
 

遊
魚 

 
 

諱
誌 

  

南
面 

  
 

芭
蕉
翁
帰
寂
元
禄
七
甲
戍
十
月
十
二
日 

   



－ ５２ － 

【
松
尾

ま

つ

お

芭
蕉

ば
し
ょ
う

（
桃
青
）】 

 

正
保
元
年
（
一
六
四
四
）
～
元
禄
七
年
十
月
十
二
日 

俳
人
。
伊
賀
上
野
生
。
幼
名
金
作
又
は
宗
房
。
号
は
は
や
お
、
別
号
桃
青
、
泊
船
堂
風
羅
坊
な
ど
、
藤
堂

良
忠
（
蝉
吟
）
の
近
習
と
な
り
、
俳
諧
に
志
す
。
北
村
季
吟
に
師
事
し
た
の
ち
、
江
戸
に
下
り
当
時
隆
盛
で

あ
っ
た
談
林
の
俳
風
を
超
え
た
高
い
文
芸
性
を
備
え
た
俳
諧
に
発
展
さ
せ
、
蕉
風
を
創
始
、
各
地
を
旅
し
て
、

多
く
の
句
と
、
紀
行
文
を
残
し
た
。 

代
表
作
に
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』『
俳
諧
七
部
集
』『
奥
の
細
道
』
な
ど
が
有
り
、
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）

五
十

一
歳
、
大
阪
南
御
堂
前
花
屋
の
貸
座
敷
で
亡
く
な
る
。
病
中
吟
「
旅
に
病
ん
で
夢
は
枯
野
を
か
け
廻
る
」 

 【
西
田

に

し

だ

遊
魚

ゆ
う
ぎ
ょ

】 
 

生
年
不
祥
～
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
五
月
二
十
日 

俳
人
。
高
山
の
人
。
号
は
蓑
笠
庵
（
さ
り
ゅ
う
あ
ん
）。
通
称
を
半
助
。
雲
橋
庵
の
初
代
宗
匠
・
森
江
鷁

の
門
に
入
り
二
世
宗
匠
。
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）

大
垣
に
遊
び
沙
門
尭
暁
秘
蔵
の
芭
蕉
直
筆
の
短
冊
「
藻
に
す

た
く
白
魚
や
と
ら
は
消
ぬ
へ
し
」
を
譲
り
受
け
、
同
志
と
図
っ
て
國
分
寺
境
内
に
短
冊
塚
を
建
て
る
。 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

 



－ ５３ － 

（
ク
） 

田
島
春
園 

歌
碑 

 

 

 

こ
の
歌
は
、
田
島
春
園
が
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）

宮
中
歌
会
始
め
の
勅
題
「
海
辺
松
」
の
詠
進
歌
で
、
予
選
に
入
賞
し
た
。 

 

海
辺
松 

 
 

食
國

お
す
く
に

の
千
代
の
ま
も
り
と
潮
風
に 

 
 

 

き
ほ
ひ

お

い

て
た
て
り 

い
そ
の
ま
つ
は ば

ら 

 
 

 
 

 
 

 
 

春
園 



－ ５４ － 

裏 

面 
 

向
陽
居
田
島
春
園
翁
は
嘉
永
二
年
八
月
高
山
に
生
る
父
和
平
母 

富
子
共
に
富
田
礼
彦
に
咏
歌
を
學
び
し
に
よ
り
翁
も
幼
よ
り
礼 

彦
に
就
き
初
漢
學
詩
作
を
習
得
し
後
専
皇
典
歌
道
を
修
む
中
年 

官
公
吏
教
員
神
職
に
歴
任
し
晩
年
縣
社
飛
騨
総
社
郷
社
荏
名
神 

社
及
招
魂
社
等
に
奉
仕
す
大
正
七
年
一
月
宮
廷
御
歌
曾
の
勅 

題
海
辺
松
を
咏
進
し
預
選
の
光
榮
を
拜
荷
せ
り
齢
古
希
を
過
ぐ 

る
も
尚
健
全
視
力
衰
へ
ず
居
常
讀
書
に
耽
り
世
に
貢
献
す
る
業 

多
し
著
す

鄙
田
居
咏
艸
飛
山
語
草
荏
野
集
拾
遺
新
類
葉
集
祝 

詞
小
解
雅
言

解
等
あ
り
大
正
十
四
年
九
月
一
七
日
歿
す
享
年 

七
十
七
な
り
き 

富
田
豐
彦
謹
撰 
立
田
萬
年
謹
刻 



－ ５５ － 

 
【
田
島

た

じ

ま

春
園

は
る
そ
の

】 
 

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
八
月
～
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
九
月
十
七
日 

 
歌
人
。
本
名
を
田
島
壮
二
郎
と
呼
び
、
山
崎
弘
泰
に
国
学
を
、
赤
田
章
斎
に
漢
学
を
、
和
歌
を
富
田
礼
彦

に
学
ん
だ
。
飛
騨
総
社
の
神
職
を
務
め
『
大
野
郡
史
』
の
編
纂
に
当
っ
た
。 

 

【
富
田

と

み

た

礼
彦

い
や
ひ
こ

】 
 

文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
二
月
二
九
日
～
明
治
十
（
一
八
七
七
）
五
月
三
日 

 

国
学
者
・
高
山
県
判
事
。
高
山
の
人
。
初
名
は
定
礼
。
通
称
は
稲
太
。
号
を
和
郷
・
節
斎
・
白
檮
園
・
南

東
与
可
楼
。
高
山
の
地
役
人
で
頭
取
に
進
む
。
小
野
・
飛
騨
郡
代
に
薦
め
て
飛
騨
各
地
に
非
常
食
糧
を
蓄
え

さ
せ
、
安
政
大
地
震
で
効
果
を
見
せ
る
。
明
治
一
年
（
一
八
六
八
）

に
高
山
県
判
事
と
な
っ
た
が
、
梅
村
騒
動
が

起
こ
り
、
そ
の
責
任
を
取
っ
て
割
腹
し
た
も
の
の
一
命
を
取
り
と
め
る
。
田
中
大
秀
に
国
学
を
、
赤
田
章
斎

に
漢
学
を
学
ぶ
。
高
山
陣
屋
玄
関
の
「
天
朝
御
用
所
」
の
看
板
は
礼
彦
の
筆
。『
斐
太
後
風
土
記
』
編
纂
主
任
。

著
書
『
運
材
図
会
』『
三
郡
沿
革
』
な
ど
多
数
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

 

【
山
崎

や
ま
ざ
き

弘
泰

ひ
ろ
や
す

】 
 

生
年
不
祥
～
文
久
一
年
（
一
八
六
一
）
一
月
二
日 

 

高
山
の
地
役
人
・
国
学
者
。
幼
名
は
君
泰
。
通
称
は
十
郎
右
衛
門
。
号
を
蛍
園
・
花
里
翁
・
鯤
斎
。
田
中

大
秀
に
学
び
国
典
を
修
め
歌
文
に
長
ず
る
。
高
山
の
地
役
人
で
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）

頭
取
に
進
む
。
弘
化

四
年
（
一
八
四
七
）

二
月
に
田
中
大
秀
の
文
机
を
継
ぎ
荏
門
の
学
頭
と
な
る
。
後
に
花
里
村
天
満
宮
境
内
に
花
里

文
庫
を
設
け
、
大
秀
の
遺
稿
と
蔵
書
を
移
し
て
保
管
。
著
書
に
『
蛍
園
集
』『
高
原
日
記
』『
山
分
衣
』『
蛍
園

雑
考
』
等
。
享
年
六
六
歳 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 



－ ５６ － 

 

【
赤
田

あ

か

だ

章

斎

し
ょ
う
さ
い

】 
 

天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
～
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
九
月
二
九
日 

 

儒
学
者
。
赤
田
臥
牛
の
嫡
子
。
名
は
光
暢
。
字
は
永
和
。
通
称
を
新
助
。
幼
名
は
貞
吉
。
鉅
埜
逸
民
・
公

茂
と
号
す
る
。 

臥
牛
の
教
え
を
受
け
、
文
政
一
年
（
一
八
一
八
）
年
か
ら
父
に
代
わ
っ
て
静
修
館
の
教
授
。
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）

十
一
月
の
大
火
で
静
修
館
が
焼
失
し
た
た
め
高
山
馬
場
通
り
海
老
坂
上
に
再
興
し
、
飛
騨
国
中
教
授
所
と
し

て
郷
村
を
巡
回
教
授
。
弘
化
一
年
（
一
八
四
四
）

九
月
に
は
神
明
町
角
に
移
築
。
詩
文
、
絵
画
に
も
優
れ
敬
神
の

念
が
篤
か
っ
た
。
花
里
天
満
宮
に
本
人
の
識
し
た
退
筆
塚
が
あ
る
。 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

 

【
立
田

た

っ

た

万
年

ま
ん
ね
ん

】 
 

明
治
一
年
（
一
八
六
八
）
十
二
月
十
八
日
～
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
五
月
十
二
日 

 

石
工
の
名
人
・
神
職
。
河
合
村
（
飛
騨
市
）
角
川
生
れ
。
旧
姓
は
湯
畑
。
号
は
湯
万
年
。
初
名
を
梅
之
助
。

重
義
と
も
名
乗
る
。
坂
上
村
の
立
田
家
を
継
ぐ
。
二
二
歳
で
上
京
し
て
彫
刻
師
の
岡
田
広
次
に
入
門
し
、
石

材
彫
刻
の
皆
伝
を
受
け
帰
郷
。
養
老
公
園
碑
、
七
卿
西
竄
記
念
碑
、
和
宮
和
歌
碑
は
三
大
傑
作
と
さ
れ
る
。

手
掛
け
た
も
の
は
八
十
を
超
え
、
飛
騨
に
お
い
て
は
皇
威
輝
八
鉱
岩
碑
、
田
島
春
園
歌
碑
な
ど
六
十
に
近
い
。 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

 



－ ５７ － 

三
、 

参
考
文
献 

『
飛
騨
の
文
学
碑
遍
歴
』 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

中
舎
高
郎 

著 
 

教
育
出
版
文
化
協
会 

 

【
中
舎

な

か

や

高
郎

た

か

お

】 
 

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
三
月
九
日
生
～
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
八
）
八
月
三
十
一
日 

 

学
校
長
。
高
山
町
三
町
出
身
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
は
山
中
隆
男
岐
阜
師
範
学
校
卒
。
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）

岩
滝
小
中
学
校
、
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）

大
八
中
学
校
、
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）

高
山
北
小
学
校
、
五
十
一
年
（
一

九
七
六
）

～
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）

松
倉
中
学
校
の
各
校
長
を
歴
任
。
著
書
『
教
育
ほ
ろ
よ
い
話
』『
孫
に
語
る
飛

騨
の
歴
史
』
『
飛
騨
の
文
学
碑
遍
歴
』
ほ
か
。
岐
阜
県
僻
地
教
育
功
労
表
彰
（
昭
和
四
十
四
（
一
九
六
九
）
）
。
岐

阜
県
学
校
保
健
功
労
表
彰
（
昭
和
五
十
二
（
一
九
七
七
）
）
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

  

『
飛
騨
人
物
事
典
』 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
山
市
民
時
報
社 

 

『
高
山
市
史
』 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高 
 

山 
 

市 

  



                 

高
山
市
近
代
文
学
館
調
査
・
研
究
報
告
書 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
成
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十
二
年
三
月
発
行 
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